
よくある質問集

Q1.なぜ騒音が軽減されるのですか？

A.蓋の動きそのものを抑制するからです。

従来の防音材料は、蓋が動いた際に発生する衝撃音を吸収するものが主流です。対してクリアプロNeoは、蓋

の隙間にフィットすることで蓋のがたつきそのものを抑制し、音の原因を抑える設計になっています。
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Q2.どのような側溝に使用できますか？

A.全国的に普及しているPU3タイプ（JIS道路用側溝）に最適です。

主に車両が通行・退避する際に発生するガタガタ音の解消を目的としているため、車両通行箇所に設置された

側溝および蓋に合わせた設計です。

ただし、クリアプロNeoは車両による「蓋の跳ね上げ」や「小石等の侵入による浮き」を予防するものです。

既に側溝本体や蓋が著しく破損・摩耗している場合、本製品だけではガタつきを抑えられないことがあります。

その場合においては、部材を補修・交換した上でのご使用を推奨いたします。

詳細な状態については下の図を参考にしてください。

若干の角欠けがある既設側溝
（そのまま使用可）

蓋掛け部に小石の挟まった
既設側溝（清掃後使用可）

蓋掛け部及び蓋の破損した
既設側溝（仕様非推奨）

Q3.設置のポイントを教えてください

A.蓋同士の間隔をなるべく詰めて、クリアプロNeoを挟むように配置してください。

本製品は蓋の動きを抑制することを目的としているため、蓋の可動域を減らすことでより効果的に性能を発揮で

きます。また、本製品が蓋によってしっかりと挟まれていることで、外的要因による抜け等にも強くなります。

どうしても隙間が空いてしまう箇所においては、製品に付属するクサビを用いると効果的です。

Q4.蓋同士の間に挟むと、設置個所の距離が伸びて蓋が収まらなくなりませんか？

A.はい、設置枚数に応じて全体の距離は延びるため、事前の確認と現場での調整が必要です。

本製品は約3mmの厚みがあるため、既設の側溝に連続して設置する場合、蓋の枚数分の厚みが蓄積されま

す。そのため、最後の一枚が収まらなくなる可能性がございます。設置にあたっては、以下の手順での対応を推奨

しております。

・蓋の遊びを確認する

側溝の端に数センチの余裕がある場合は、蓋全体を少しずつずらして設置することで収めることが可能です。作

業前に、全体のクリアランスがどの程度あるかをご確認ください。

・現場でのカット調整

全体の距離が延び、既設のスペースに収まりきらなくなった場合は、側溝蓋やグレーチングを現場の寸法に合わ

せて切断・加工し、長さを調整した上で設置してください。



製品HP
「クリアプロNeo」で検索

Q5.掃除や点検で蓋を開けた際、製品が脱落しませんか？

A.再設置を前提とした運用をお願いいたします。

側溝の掃除などで蓋を持ち上げた際、製品が隙間から外れたり、側溝内に落下したりする可能性があります。清

掃作業の終了後、蓋を戻すタイミングで再度正しい位置に挟み直してください。
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Q6.隙間を埋めることで、雨水の排水性能に影響はありませんか？

A.側溝本来の排水機能（スリット等）を塞がない限り、影響はありません。

蓋の継ぎ目からの入水はわずかであり、主たる排水は蓋の手掛け部やグレーチングから行われます。本製品はそ

れらを塞ぐものではないため、排水計画に支障をきたすことはありません。

Q7.経年劣化でボロボロになり、側溝にゴミとして流れ込みませんか？

A.耐候性・耐摩耗性に優れたエラストマーを採用しており、長期間形状を維持します。

本製品は約一般的なゴム製品に比べ、紫外線や水分による劣化（硬化・ひび割れ）に強く、砕けて側溝内を

汚染するリスクが低いです。

実証試験済み： 従来のゴム板において硬化による破損リスクが高い冬季において、クリアプロNeoの寒冷環境

における耐久性試験を行いました。上記環境下で車両の通過による繰り返しの負荷を受けても、弾性を失わず

消音性能を維持できることを確認済みです。

2025年11月 岐阜県某所での試験施工 2026年3月 高頻度乗り入れ個所の確認
→異常なし。

その他のご質問は下記連絡先にお問い合わせください。

関連Webコンテンツ

製品動画
「赤羽コンクリート YouTube」で検索
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